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　会
員
の
皆
様
に
は
、平
素
よ
り
北
海
道
文
教
大
学

後
援
会
の
活
動
に
対
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。本
学
後
援
会
は
、

「
建
学
の
精
神
に
則
り
、会
員
相
互
の
協
力
に
よ
っ
て

本
学
を
後
援
し
、そ
の
発
展
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
」（
会
則
第
一
条
）と
し
て
、会
員
の
皆
様
か
ら

お
預
か
り
し
て
い
る
後
援
会
費
に
よ
り（
１
）学
生
生

活
向
上
の
た
め
の
援
助（
２
）課
外
活
動
に
対
す
る
援

助（
３
）大
学
祭
や
保
護
者
懇
談
会
の
開
催
協
力
・
助

成
、会
報
の
発
行
等
、在
学
生
・
保
護
者
と
の
連
携

（
４
）学
位
記
授
与
式
記
念
品
助
成
・
卒
業
祝
賀
会

実
施
協
力
等
、会
員
相
互
の
親
睦
、福
利
厚
生
に
関

す
る
援
助
等
、様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　後
援
会
で
は
、会
報
を
通
し
て
、会
員
の
皆
様
に
活

動
内
容
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
年
二
回

発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　今
会
報
で
は
上
半
期
の
事
業
の
中
で
、七
月
十
日

（
火
）に
実
施
さ
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
つ

い
て
報
告
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
は
、学
内
の
様
子
を

「
平
成
三
十
年
度
　キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」を
実
施

中
村
　仁

後
援
会
理
事
が
大
学
教
職
員
か
ら
、説
明
を
い
た
だ

き
な
が
ら
見
学
を
し
、各
施
設
の
利
便
性
や
改
善
点

な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
共
通
認
識
を
持
ち
事
業
計
画

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
年
一
度
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
は
渡
部
学
長
を
は
じ
め
大
学
関
係
者
、後
援

会
理
事
の
出
席
を
い
た
だ
き
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
渡
部
学
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、後

援
会
と
大
学
と
の
関
係
が
良
好
で
あ
る
こ
と
、学
生

の
た
め
大
学
の
た
め
更
に
協
力
を
深
め
て
い
く
こ
と

を
確
認
い
た
だ
き
見
学
を
始
め
ま
し
た
。

　例
年
は
昼
前
後
の
見
学
で
し
た
が
、今
年
度
は
放

課
後
等
の
学
生
の
様
子
も
確
認
し
た
い
と
の
役
員
の

意
見
を
反
映
さ
せ
夕
方
十
七
時
か
ら
の
見
学
で
す
。

生
憎
の
悪
天
候
の
た
め
、屋
外
の
サ
ー
ク
ル
活
動
は

見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、放
課
後
の
図
書
館
利
用

状
況
や
屋
内
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
間
近
で
見
学
確
認

で
き
ま
し
た
。

　図
書
館
は
今
年
度
よ
り
夜
間
の
利
用
時
間
が
延

長
さ
れ
、学
生
の
利
用
が
前
年
よ
り
約
二
万
人（
延
べ

数
）増
え
た
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。学
生
の
利

用
改
善
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
く
大
学
の
姿
勢
の
賜

物
で
す
。ま
た
後
援
会
協
力
の
空
調
設
備
も
貢
献
し

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
事
実
で
す
。

　そ
し
て
今
回
の
メ
イ
ン
の
確
認
は
、昨
年
度
後
援

会
の
提
案
で
今
年
度
に
実
施
さ
れ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設

置
で
す
。広
い
敷
地
内
で
も
し
も
の
時
に
命
を
救
う

た
め
増
設
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
確
認
致
し
ま
し
た
。Ａ
Ｅ

Ｄ
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
が
一
番
で
す
が
、学

生
・
教
職
員
に
設
置
場
所
を
覚
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　夜
間
の
照
明
は
ま
だ
完
全
に
暗
く
な
る
前
で
し

た
が
、ラ
イ
ト
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
な
り
比
較
的
明
る
く
感

じ
ま
し
た
。

　二
時
間
程
の
見
学
を
終
え
、参
加
者
で
感
想
や
問

題
点
な
ど
を
話
し
合
い
、今
後
の
活
動
に
活
か
せ
る

よ
う
確
認
し
全
行
程
を
終
了
致
し
ま
し
た
。

　会
員
の
皆
様
に
は
、後
援
会
の
事
業
に
是
非
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に

あ
た
り
、事
務
局
の
皆
様
の
お
陰
で
大
変
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
ら
れ
た
こ
と
、後
援
会
を
代
表
し
て
感
謝
を
申

し
上
げ
報
告
と
致
し
ま
す
。

北
海
道
文
教
大
学
後
援
会
　会
長

鶴岡記念図書館出入口に設置されたAED

体育館でサークル活動を見学

本館1階 警備室前に設置されたAED

「100円朝食」の会場である学生食堂を見学
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北海道文教大学後援会　平成30年度予算

平成30年度「父母懇談会」

【内容】全体説明、学科別説明、個別面談（希望者）
父母懇談会の詳細は、本学HP「PICK UP」をご覧ください。
※地方会場：昨年度は青森市、函館市。来年は帯広市、釧路市を予定。

ご案内
けい か さい

（単位　　円）■支出の部 
科　　　目 予算案 備　考

合　　　計

1.事務費
　（1）通信費等
2.会議費
　（1）総会
　（2）役員会費
3.事業費
　（1）学生文化・体育団体助成費
　（2）父母懇談会助成費
　（3）卒業記念助成費
　（4）「卒業祝賀会」費
　（5）就職活動助成費
　（6）広報費
　（7）慶弔費
　（8）免許等取得助成費
　（9）宿泊研修助成費
　（10）１００円朝食助成費
　（11）携帯電話充電器助成費
　（12）入学式･学位記授与式支援品助成
　（13）災害等対策助成費
4.周年記念事業等積立費
5.予備費

500,000
500,000

1,600,000
600,000

1,000,000
32,816,000
7,500,000
1,000,000
4,300,000
5,000,000
2,000,000

800,000
100,000

3,300,000
3,500,000
3,000,000

160,000
156,000

2,000,000
2,000,000

10,633,827
47,549,827

総会・役員会等案内状郵送

総会費用（会場借用等）
役員会・WG会場費等

課外活動助成
大学祭模擬店食券

卒業記念品
卒業祝賀会費用

資格取得受験料、就職講座等助成
会報（年２回発行）

香典（保護者）一万円
免許取得、国家試験等の対策助成

新入生宿泊研修費助成
年間100日間実施予定
充電器（3台）レンタル料
配付物用「不織布バッグ」

保存食等購入助成、ＡＥＤ増設等
年額

設備・備品等の助成を含む

■収入の部 （単位　　円）

科　　　目 予算案 備　考

合　　　計

11,246,827
36,300,000

3,000
47,549,827

16,500円×2,200人
預金利息

1.繰越金
2.会費収入
3.雑収入

平成30年度
北海道文教大学後援会事業等実施計画

平成30年
4月3日（火） 定期総会（入学式終了後）

4月9日（月）・10日（火） 新入生宿泊研修 助成

4月16日（月）～7月27日（金） 「１００円朝食」（前期）助成

4月20日（金） 第１回ＷＧ（ワーキンググループ）

6月21日（木） 第１回役員会

7月10日（火）　　　　　　　　キャンパスウォッチング

10月7日（日） 父母懇談会 助成

10月（中旬） 中間監査

10月1日（月）～11月15日（木）予定 「１００円朝食」（後期）助成

10月19日（金） 第２回WG（ワーキンググループ）

11月9日（金） 第２回役員会

平成31年
3月8日（金） 第３回ＷＧ（ワーキンググループ)

3月16日（土） 学位記授与式 卒業記念品 助成

3月16日（土） 卒業祝賀会 助成

3月（中旬） 期末監査

3月22日（金） 第3回役員会

　朝ごはんの大切さを伝えようとスタートした後援会助成による食
育プログラム『１００円朝食』は、今年で4年目となります。1食300円
のうち、100円を学生が負担し、200円を後援会が助成しています。
たくさんの学生に利用してもらおうと、趣向を凝らしたイベント（バイ
キング等）を毎月実施し、利用を呼びかけています。

　 後 期 営 業 は 1 0 月1日
（月）から。前期営業とあ
わせ年１００日間の営業を
目指します。メニュー表（ア
レルギー･カロリー）や過
去のメニュー写真は、本
学HPの「PICK UP」で確
認できます。ちなみに前期
の一番人気メニュー（イベ
ントメニューを除く）は、5
月29日（火）の煮込みハン
バーグ、かぼちゃサラダで
した。

「１００円朝食」後期営業は、10月1日（月）スタート

7月のイベントは、カレー・オムライス・チャーハンの「米米祭」

5月のイベントはバイキング。100食が即完売です恵庭会場の全体説明会 青森会場の個別面談 89人が利用しました

平成30年9月25日（火）
発行責任者 中村　仁
発　行　係 〒061-1449　北海道恵庭市黄金中央5丁目196番地の1
 北海道文教大学事務局学務部学生課内
 北海道文教大学後援会　℡0123-34-0011

開催地           　日　時 　　　　　　　　　会　場

恵庭市 10月  7日（日） 10：00より　          北海道文教大学

北見市 10月13日（土） 13：00より　   　　　北見市民会館

旭川市 10月14日（日） 14：00より　　　大雪クリスタルホール

第20回大学祭「恵華祭」　
実施日：平成30年10月6日（土）、7日（日）　
内　容：お笑いライブ、YOSAKOI、吹奏楽コンサート、花火、模擬店 他



　社
会
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。新
し
い
テ
クノ
ロ

ジ
ー（
科
学
技
術
）は
、新
し
い
メ
ディ
ア（
情
報
伝
達
方
式
）

を
生
み
出
し
、加
速
度
的
に
社
会
構
造
を
更
新
し
て
お
り

ま
す
。

　大
学
評
価
も
ま
た
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。「
偏
差

値
」一
辺
倒
の
大
学
評
価
か
ら
、新
た
な
視
点
と
し
て
四
つ

の
評
価
基
準
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
を
整
理
し
ま
す

と
、①
大
学
の
リ
ソ
ー
ス（
資
源
）、②
教
育
充
実
度
、③
教

育
成
果
、④
国
際
性
、の
四
つ
の
視
点
か
ら
世
界
に
向
け
て

開
か
れ
た
存
在
と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

　そ
し
て
、こ
の
四
つ
の
要
素
が
ど
の
よ
う
な
方
向
性
を

も
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
か
が
、未
来
に
生
き
る
大
学

の
可
能
性
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。私
は
こ
の
四
つ
の
評

価
基
準
の
向
こ
う
に
現
れ
て
く
る
も
の
は
、「
先
見
の
明
＝

未
来
を
見
通
す
見
識
」で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　大
学
教
育
は
、学
生
さ
ん
の
ひ
と
り
ひ
と
り
の
未
来
を
生

き
る
道
筋
が
見
え
て
く
る
力
量
を
つ
け
る
支
援
を
第
一
義
と

す
る
こ
と
。そ
れ
が
す
な
わ
ち
、大
学
学
園
が
未
来
社
会
の

創
造
に
貢
献
す
る
道
筋
で
あ
る
と
確
信
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　そ
し
て
、そ
れ
を
支
え
る
の
は
、「
人
間
的
な
誠
実
さ
」で

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。奇
を
て
ら
っ
て
大
学
の
名
声
を
上
げ

る
こ
と
で
は
な
く
、地
道
に
素
朴
に
未
来
社
会
の
創
造
に
貢

献
す
る
姿
勢
こ
そ
が
大
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。

　後
援
会
の
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
、力
強
い
ご
支
援
を

心
か
ら
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　二
〇
一
八
年
三
月
卒
業
生
も
自
分
自
身
で
見
つ
け
た
未
来
を
現

実
に
す
る
た
め
に
、根
気
強
い
就
職
活
動
・
努
力
が
、結
果
と
し
て

高
い
就
職
実
績
に
繋
が
り
ま
し
た
。（
別
表
参
照
）

　一
方
、現
四
年
生
は
七
年
連
続
で
伸
長
し
て
い
る
大
卒
求
人
倍

率
。超
売
り
手
市
場
と
呼
ば
れ
て
い
る
中
で
ス
タ
ー
ト
し
た
就
職
活

動
も
、昨
年
以
上
に
早
期
内
定
を
出
す
企
業
が
多
く
、大
学
と
し

て
も
前
年
比
一
カ
月
ほ
ど
前
倒
し
の
内
定
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　就
活
を
め
ぐ
っ
て
、「
大
卒
求
人
倍
率
も
最
高
値
」の
言
葉
が
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
が
業
種
・
職
種
別
で
は
差
が
あ
り
ま
す
。建
設

業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
・
流
通
業
な
ど
が
高
く
、人
気
の
あ
る
業
種
・

企
業
・
職
種
の
求
人
倍
率
は
、相
変
わ
ら
ず
狭
き
門
で
す
。

　道
内
企
業
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
プ
レ
期
活
動
に
よ
り
参

加
学
生
へ
採
用
の
特
別
選
考
、早
期
内
定
出
し
に
よ
り
六
月
末
段

階
で
、採
用
終
了
が
四
十
八
％
弱
と
前
年
よ
り
十
％
以
上
進
ん
で

い
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
考
え
る
と
就
活
の
早
期
化
の
傾
向

が
見
ら
れ
ま
す
。

　後
半
に
入
り
就
活
中
の
学
生
へ
の
支
援
を
行
う
た
め
に
、各
種

対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
。多
く
の
名
刺
交
換
会
に
積
極
的
に
参
加

し
求
人
情
報
の
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
学
生
が
履
歴
書
に
記
載
し
就
活
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
対

策
と
し
て
、後
援
会
の
支
援
の
も
と
に
資
格
取
得
支
援
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。資
格
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
は
日
々
の
努
力
が
、少
な
か

ら
ず
プ
ラ
ス
に
捉
え
ら
れ
ま
す
。（
別
表
参
照
）

　各
学
科
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
国
際
言
語
学
科
】

　国
際
言
語
学
科
は
、四
月
上
旬
か
ら
順
調
に
内
々
定
報
告
が
あ

り
、七
月
末
迄
四
カ
月
間
は
過
去
最
高
値
と
な
り
ま
し
た
。東
京

本
社
企
業
に
対
す
る
果
敢
な
挑
戦
と
北
海
道
本
社
企
業
の
早
期

選
考
開
始
が
要
因
で
す
。

　後
半
戦
は
、地
方
公
務
員
・
北
海
道
本
社
企
業（
サ
ー
ビ
ス
業
・
小

売
業
・
宿
泊
業
等
）応
募
に
対
し
て
、学
内
面
接
対
策
講
座
・
内
定
獲

得
セ
ミ
ナ
ー
を
活
用
し
て
、学
生
個
々
の
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

【
健
康
栄
養
学
科
】

　今
年
度
も
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
年
明
け
の
各
種
合
同
企
業
説

明
会
へ
の
参
加
を
皮
切
り
に
、多
く
の
学
生
が
企
業
の
採
用
活
動

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。活
動
の
前
半
は
、一
部
上
場
企
業
・
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
等
の
小
売
業
や
菓
子
製
造
業
・
給
食
企
業
を
中
心

未
来
社
会
の
創
造
に

立
ち
向
か
う
大
学
教
育
の
使
命

学
長
就
任
挨
拶

渡
部

　俊
弘

鈴
木

　武
夫

21

理事長・学長挨拶就職部便り

二
〇
一
八
年
三
月
卒
就
職
実
績
と
二
〇
一
九
年

三
月
卒
業
生
就
職
活
動
状
況
に
つ
い
て

北
海
道
文
教
大
学

　就
職
部

に
学
生
か
ら
の
内
々
定
獲
得
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。活
動
の
後
半

に
つ
い
て
は
、地
方
公
務
員
・
病
院
や
施
設
等
の
医
療
系
求
人
に
向

け
た
活
動
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

【
理
学
療
法
学
科
・
作
業
療
法
学
科
】

　両
学
科
と
も
に
八
月
三
十
日
開
催
の「
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
学
内
合
同

就
職
説
明
会
」で
本
年
度
の
就
職
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　学
科
創
設
以
来
就
職
率
一
〇
〇
％
を
達
成
し
続
け
て
お
り
ま

す
が
、他
校
と
の
競
合
も
あ
り
、希
望
者
が
多
い
札
幌
市
内
で
の
就

職
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
た
め
、札
幌
圏
外
に
も
目
を
向

け
た
就
職
活
動
が
必
要
な
状
況
で
す
。

【
看
護
学
科
】

　昨
年
に
引
き
続
き
新
規
養
成
校
と
の
競
合
に
備
え
、初
動
を
早

め
て
就
職
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。今
年
も
札
幌
市
内
の
総
合
病

院
を
中
心
に
特
定
の
病
院
に
応
募
が
集
中
し
、中
に
は
不
採
用
と

な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
た
め
、で
き
る
だ
け
選
択
の
幅
を
広
げ
て
応

募
先
を
検
討
す
る
よ
う
指
導
し
て
お
り
ま
す
。現
時
点
で
の
就
職

内
定
率
は
ほ
ぼ
前
年
並
み
の
状
況
で
す
。

【
こ
ど
も
発
達
学
科
】

　一
般
民
間
企
業
を
皮
切
り
に
、内
々
定

獲
得
が
始
ま
り
ま
し
た
。教
員
一
次
試
験

は
、応
募
者
全
員
が
通
過
し
、八
月
の
二

次
試
験
に
挑
み
ま
す
。

　後
半
戦
は
、幼
稚
園
・
保
育
園
・
認
定

こ
ど
も
園
・
社
会
福
祉
法
人
の
各
施
設
に

対
す
る
就
職
支
援
と
公
務
員
保
育
士
希

望
者
に
対
し
て
、学
生
個
々
の
対
策
を
強

化
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　私
は
、今
年
度
四
月
よ
り
、学
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

渡
部
俊
弘
で
す
。

　今
ま
で
八
期
十
六
年
、理
事
長
、学
長
職
を
兼
務
さ
れ
た

鈴
木
武
夫
先
生
か
ら
学
長
職
の
任
を
受
け
、鈴
木
武
夫
先

生
に
は
理
事
長
職
に
専
念
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　今
ま
で
の
学
長
の
教
育
方
針「
質
の
高
い
教
育
」、「
面
倒

見
の
い
い
教
育
」を
引
き
継
い
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、後
援
会

の
皆
様
に
は
変
わ
ら
ず
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　私
は
北
海
道
門
別
町
富
川（
現
日
高
町
富
川
）に
生
ま

れ
、北
海
道
苫
小
牧
東
高
等
学
校
、東
京
農
業
大
学
大
学

院
を
修
了
し
、昭
和
五
十
四
年
に
鶴
岡
学
園
北
海
道
栄
養

短
期
大
学（
現
北
海
道
文
教
大
学
）に
着
任
し
ま
し
た
。平

成
元
年
、東
京
農
業
大
学
生
物
産
業
学
部
に
転
じ
東
京
農

業
大
学
副
学
長
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。専
門
は

生
物
化
学
、研
究
は
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
毒
素
複
合
体
の
構
造
と
機

能
に
関
す
る
こ
と
。一
方
地
域
創
成
の
仕
事
を
し
て
お
り
ま

す
。網
走
で
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
鳥
で
あ
る
エ
ミュ
ー
の

飼
育
を
地
域
事
業
に
取
り
組
み
、そ
の
産
官
学
連
携
で
の

チ
ー
ム
づ
く
り
を
福
岡
、佐
賀
等
の
九
州
方
面
に
広
げ
て
お

り
ま
す
。

　学
生
諸
君
に
は
、社
会
変
革
の
ス
ピ
ー
ド
が
早
い
な
か
、

専
門
性
と
人
間
形
成
を
み
が
き
、創
造
性
の
高
い
人
生
を

歩
ん
で
い
く
基
盤
づ
く
り
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、教
育
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、何
卒
保
護
者
の
皆
様
に
は
重

ね
て
深
い
ご
理
解
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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鈴
　
木
　
武
　
夫 

理
事
長

会
　
長 

Ｗ
Ｇ 

中
　
村
　
　
　
仁 

こ
ど
も
発
達
学
科
４
年 

 
 

 
 

 
 

副
会
長 

 

渡
　
部
　
俊
　
弘 

学
長・外
国
語
学
部
長 

 
 

 
 

 
 

副
会
長 

Ｗ
Ｇ 

小
　
林
　
裕
　
子 

健
康
栄
養
学
科
3
年

副
会
長 

Ｗ
Ｇ 

冨
　
永
　
弘
　
樹 

作
業
療
法
学
科
3
年 

 
 

 
 

 
 

監
　
査 

Ｗ
Ｇ 

高
　
　
　
七
　
重 

国
際
言
語
学
科
4
年

監
　
査 

Ｗ
Ｇ 

山
　
﨑
　
善
　
仁 

理
学
療
法
学
科
2
年 

 
 

 
 

 
 

理
　
事 

 

吉
　
田
　
　
　
恩 

国
際
言
語
学
科
3
年

理
　
事 

 

山
　
澤
　
ゆ
　
か 

国
際
言
語
学
科
1
年

理
　
事 

 

内
　
藤
　
　
　
勉 

健
康
栄
養
学
科
4
年

理
　
事 

Ｗ
Ｇ 

小
　
西
　
綾
　
子 

健
康
栄
養
学
科
1
年

理
　
事 

 

加
　
藤
　
章
　
子 

理
学
療
法
学
科
4
年 

 
 

理
　
事 

 

松
　
田
　
瑞
　
穂 

理
学
療
法
学
科
１
年 

 
 

理
　
事 

Ｗ
Ｇ 

田
　
伏
　
一
　
志 

作
業
療
法
学
科
4
年

理
　
事 

 

藤
　
原
　
未
　
央 

作
業
療
法
学
科
２
年

理
　
事 

Ｗ
Ｇ 

榊
　
　
　
和
　
恵 

看
護
学
科
3
年 

 
 

 
 

 

理
　
事 

Ｗ
Ｇ 

大
井
川
　政
　
典 

看
護
学
科
２
年

理
　
事 

 

田
　中
　麻
登
佳 

看
護
学
科
1
年

理
　
事 

 

佐
　
藤
　
京
　
子 

こ
ど
も
発
達
学
科
2
年

理
　
事 

 

三
　
上
　
千
恵
美 

こ
ど
も
発
達
学
科
１
年 

 
 

理
　
事 

 

橘
　
内
　
　
　
勇 

副
学
長･

人
間
科
学
部
長

幹
　
事 

 

浅
　
見
　
晴
　
江 

事
務
局
長

幹
　
事 

 

三
　
枝
　
和
　
也 

事
務
局
次
長

幹
　
事 

 

山
　
本
　
淑
　
子 

財
務
部
長

幹
　
事 

 

細
　
井
　
雅
　
人 

学
務
部
長

幹
　
事 

 

類
　
家
　
公
　
祐 

学
生
課
長

幹
　
事 

 

立
　
谷
　
　
　
整 

学
生
課
長
補
佐

役
　
職

W
G

氏
　
　
　
　
名

　
学
　
科 

・ 

学
　
年
　
　
　

名
誉
会
長

2017年度 就職率（全学平均）

※WG＝ワーキンググループ

せ
ん  

け
ん         

め
い

作業療法学科
人 間 科 学 部

国際言語学科
外 国 語 学 部

健康栄養学科
人 間 科 学 部

理学療法学科
就職率 （2018年5月1日現在）人 間 科 学 部

看護学科
人 間 科 学 部

こども発達学科
人 間 科 学 部

卸・小売り
40.4％

生活関連
サービス・娯楽
5.8％

宿泊・飲食
9.6％

教育・学習支援 7.7％
不動産・賃貸 7.7％

その他 3.8％

栄養士・管理栄養士・
公務栄養士・栄養教諭
70.3％

商品開発・
品質検査・
製造など

（要栄免）
5.1％

総合職
一般職など
24.6％

小学校・
特別支援学校
教諭
27.0％

幼稚園教諭
17.0％保育士

28.0％

指導員・
支援員など
14.0％

公務員・
総合職・
一般職 
14.0％

医療機関
99.0％

施設など 1.0％

大学病院
17.2％

公的病院
23.7％医療法人など

46.2％

公益・
企業立病院
12.9％

医療機関
100％

サービス
7.7％

運輸・郵便
9.6％

　　　　　　 講座名
公務員チャレンジテスト（中級）
ファイナンシャル・プランニング3級講座
公務員チャレンジテスト（上級）
Ｒ－ＣＡＰ
公務員試験対策講座

公務員（栄養士・保育士）対策模試
資産に応じた貯蓄・投資等のプランの立案（国家資格）
公務員（大卒）・大手企業（ＳＰＩ）対策模試
アセスメントツール（自己分析、自己理解）
公務員（大卒）・大手企業（ＳＰＩ）　40コマ

合　計　（名）

4月
8月
9月

10月
2月

87
16
52

210
76

441

人数内容実施月

資格名

福祉住環境コーディネーター　2級
実用英語技能検定　準１級
実用英語技能検定　２級
観光英語検定　２級
ＴＯＥＩＣ　600点以上
秘書検定　2級
日本漢字能力検定　２級
ファイナンシャル・プランニング　3級（学科・実技合格）
メディカルセーフティ検定　　　　　　　　  
サービス接遇実務検定　２級
　　　　　　　　合　計　（名）

46
3

19
2
7
7
2
1
2
1

90

1.資格取得奨励金　該当者数　（平成29年度）

人数

就職率 （2018年5月1日現在）就職率 （2018年5月1日現在）

就職率 （2018年5月1日現在） 就職率 （2018年5月1日現在） 就職率 （2018年5月1日現在）

96.4% 100%

100% 100% 100%

100%

情報通信
7.7％

分野別就職率

分野別就職率 分野別就職率 分野別就職率

分野別就職率 分野別就職率

北
海
道
文
教
大
学

　学
長

学
校
法
人  

鶴
岡
学
園  

理
事
長

9年
連続

8年
連続

7年
連続

4年
連続

2.学内就職支援講座　受講者数　（平成29年度）



　社
会
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。新
し
い
テ
クノ
ロ

ジ
ー（
科
学
技
術
）は
、新
し
い
メ
ディ
ア（
情
報
伝
達
方
式
）

を
生
み
出
し
、加
速
度
的
に
社
会
構
造
を
更
新
し
て
お
り

ま
す
。

　大
学
評
価
も
ま
た
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。「
偏
差

値
」一
辺
倒
の
大
学
評
価
か
ら
、新
た
な
視
点
と
し
て
四
つ

の
評
価
基
準
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
を
整
理
し
ま
す

と
、①
大
学
の
リ
ソ
ー
ス（
資
源
）、②
教
育
充
実
度
、③
教

育
成
果
、④
国
際
性
、の
四
つ
の
視
点
か
ら
世
界
に
向
け
て

開
か
れ
た
存
在
と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

　そ
し
て
、こ
の
四
つ
の
要
素
が
ど
の
よ
う
な
方
向
性
を

も
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
か
が
、未
来
に
生
き
る
大
学

の
可
能
性
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。私
は
こ
の
四
つ
の
評

価
基
準
の
向
こ
う
に
現
れ
て
く
る
も
の
は
、「
先
見
の
明
＝

未
来
を
見
通
す
見
識
」で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　大
学
教
育
は
、学
生
さ
ん
の
ひ
と
り
ひ
と
り
の
未
来
を
生

き
る
道
筋
が
見
え
て
く
る
力
量
を
つ
け
る
支
援
を
第
一
義
と

す
る
こ
と
。そ
れ
が
す
な
わ
ち
、大
学
学
園
が
未
来
社
会
の

創
造
に
貢
献
す
る
道
筋
で
あ
る
と
確
信
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　そ
し
て
、そ
れ
を
支
え
る
の
は
、「
人
間
的
な
誠
実
さ
」で

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。奇
を
て
ら
っ
て
大
学
の
名
声
を
上
げ

る
こ
と
で
は
な
く
、地
道
に
素
朴
に
未
来
社
会
の
創
造
に
貢

献
す
る
姿
勢
こ
そ
が
大
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。

　後
援
会
の
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
、力
強
い
ご
支
援
を

心
か
ら
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　二
〇
一
八
年
三
月
卒
業
生
も
自
分
自
身
で
見
つ
け
た
未
来
を
現

実
に
す
る
た
め
に
、根
気
強
い
就
職
活
動
・
努
力
が
、結
果
と
し
て

高
い
就
職
実
績
に
繋
が
り
ま
し
た
。（
別
表
参
照
）

　一
方
、現
四
年
生
は
七
年
連
続
で
伸
長
し
て
い
る
大
卒
求
人
倍

率
。超
売
り
手
市
場
と
呼
ば
れ
て
い
る
中
で
ス
タ
ー
ト
し
た
就
職
活

動
も
、昨
年
以
上
に
早
期
内
定
を
出
す
企
業
が
多
く
、大
学
と
し

て
も
前
年
比
一
カ
月
ほ
ど
前
倒
し
の
内
定
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　就
活
を
め
ぐ
っ
て
、「
大
卒
求
人
倍
率
も
最
高
値
」の
言
葉
が
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
が
業
種
・
職
種
別
で
は
差
が
あ
り
ま
す
。建
設

業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
・
流
通
業
な
ど
が
高
く
、人
気
の
あ
る
業
種
・

企
業
・
職
種
の
求
人
倍
率
は
、相
変
わ
ら
ず
狭
き
門
で
す
。

　道
内
企
業
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
プ
レ
期
活
動
に
よ
り
参

加
学
生
へ
採
用
の
特
別
選
考
、早
期
内
定
出
し
に
よ
り
六
月
末
段

階
で
、採
用
終
了
が
四
十
八
％
弱
と
前
年
よ
り
十
％
以
上
進
ん
で

い
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
考
え
る
と
就
活
の
早
期
化
の
傾
向

が
見
ら
れ
ま
す
。

　後
半
に
入
り
就
活
中
の
学
生
へ
の
支
援
を
行
う
た
め
に
、各
種

対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
。多
く
の
名
刺
交
換
会
に
積
極
的
に
参
加

し
求
人
情
報
の
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
学
生
が
履
歴
書
に
記
載
し
就
活
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
対

策
と
し
て
、後
援
会
の
支
援
の
も
と
に
資
格
取
得
支
援
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。資
格
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
は
日
々
の
努
力
が
、少
な
か

ら
ず
プ
ラ
ス
に
捉
え
ら
れ
ま
す
。（
別
表
参
照
）

　各
学
科
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
国
際
言
語
学
科
】

　国
際
言
語
学
科
は
、四
月
上
旬
か
ら
順
調
に
内
々
定
報
告
が
あ

り
、七
月
末
迄
四
カ
月
間
は
過
去
最
高
値
と
な
り
ま
し
た
。東
京

本
社
企
業
に
対
す
る
果
敢
な
挑
戦
と
北
海
道
本
社
企
業
の
早
期

選
考
開
始
が
要
因
で
す
。

　後
半
戦
は
、地
方
公
務
員
・
北
海
道
本
社
企
業（
サ
ー
ビ
ス
業
・
小

売
業
・
宿
泊
業
等
）応
募
に
対
し
て
、学
内
面
接
対
策
講
座
・
内
定
獲

得
セ
ミ
ナ
ー
を
活
用
し
て
、学
生
個
々
の
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

【
健
康
栄
養
学
科
】

　今
年
度
も
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
年
明
け
の
各
種
合
同
企
業
説

明
会
へ
の
参
加
を
皮
切
り
に
、多
く
の
学
生
が
企
業
の
採
用
活
動

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。活
動
の
前
半
は
、一
部
上
場
企
業
・
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
等
の
小
売
業
や
菓
子
製
造
業
・
給
食
企
業
を
中
心

未
来
社
会
の
創
造
に

立
ち
向
か
う
大
学
教
育
の
使
命

学
長
就
任
挨
拶

渡
部

　俊
弘

鈴
木

　武
夫
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理事長・学長挨拶就職部便り

二
〇
一
八
年
三
月
卒
就
職
実
績
と
二
〇
一
九
年

三
月
卒
業
生
就
職
活
動
状
況
に
つ
い
て

北
海
道
文
教
大
学

　就
職
部

に
学
生
か
ら
の
内
々
定
獲
得
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。活
動
の
後
半

に
つ
い
て
は
、地
方
公
務
員
・
病
院
や
施
設
等
の
医
療
系
求
人
に
向

け
た
活
動
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

【
理
学
療
法
学
科
・
作
業
療
法
学
科
】

　両
学
科
と
も
に
八
月
三
十
日
開
催
の「
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
学
内
合
同

就
職
説
明
会
」で
本
年
度
の
就
職
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　学
科
創
設
以
来
就
職
率
一
〇
〇
％
を
達
成
し
続
け
て
お
り
ま

す
が
、他
校
と
の
競
合
も
あ
り
、希
望
者
が
多
い
札
幌
市
内
で
の
就

職
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
た
め
、札
幌
圏
外
に
も
目
を
向

け
た
就
職
活
動
が
必
要
な
状
況
で
す
。

【
看
護
学
科
】

　昨
年
に
引
き
続
き
新
規
養
成
校
と
の
競
合
に
備
え
、初
動
を
早

め
て
就
職
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。今
年
も
札
幌
市
内
の
総
合
病

院
を
中
心
に
特
定
の
病
院
に
応
募
が
集
中
し
、中
に
は
不
採
用
と

な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
た
め
、で
き
る
だ
け
選
択
の
幅
を
広
げ
て
応

募
先
を
検
討
す
る
よ
う
指
導
し
て
お
り
ま
す
。現
時
点
で
の
就
職

内
定
率
は
ほ
ぼ
前
年
並
み
の
状
況
で
す
。

【
こ
ど
も
発
達
学
科
】

　一
般
民
間
企
業
を
皮
切
り
に
、内
々
定

獲
得
が
始
ま
り
ま
し
た
。教
員
一
次
試
験

は
、応
募
者
全
員
が
通
過
し
、八
月
の
二

次
試
験
に
挑
み
ま
す
。

　後
半
戦
は
、幼
稚
園
・
保
育
園
・
認
定

こ
ど
も
園
・
社
会
福
祉
法
人
の
各
施
設
に

対
す
る
就
職
支
援
と
公
務
員
保
育
士
希

望
者
に
対
し
て
、学
生
個
々
の
対
策
を
強

化
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　私
は
、今
年
度
四
月
よ
り
、学
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

渡
部
俊
弘
で
す
。

　今
ま
で
八
期
十
六
年
、理
事
長
、学
長
職
を
兼
務
さ
れ
た

鈴
木
武
夫
先
生
か
ら
学
長
職
の
任
を
受
け
、鈴
木
武
夫
先

生
に
は
理
事
長
職
に
専
念
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　今
ま
で
の
学
長
の
教
育
方
針「
質
の
高
い
教
育
」、「
面
倒

見
の
い
い
教
育
」を
引
き
継
い
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、後
援
会

の
皆
様
に
は
変
わ
ら
ず
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　私
は
北
海
道
門
別
町
富
川（
現
日
高
町
富
川
）に
生
ま

れ
、北
海
道
苫
小
牧
東
高
等
学
校
、東
京
農
業
大
学
大
学

院
を
修
了
し
、昭
和
五
十
四
年
に
鶴
岡
学
園
北
海
道
栄
養

短
期
大
学（
現
北
海
道
文
教
大
学
）に
着
任
し
ま
し
た
。平

成
元
年
、東
京
農
業
大
学
生
物
産
業
学
部
に
転
じ
東
京
農

業
大
学
副
学
長
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。専
門
は

生
物
化
学
、研
究
は
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
毒
素
複
合
体
の
構
造
と
機

能
に
関
す
る
こ
と
。一
方
地
域
創
成
の
仕
事
を
し
て
お
り
ま

す
。網
走
で
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
鳥
で
あ
る
エ
ミュ
ー
の

飼
育
を
地
域
事
業
に
取
り
組
み
、そ
の
産
官
学
連
携
で
の

チ
ー
ム
づ
く
り
を
福
岡
、佐
賀
等
の
九
州
方
面
に
広
げ
て
お

り
ま
す
。

　学
生
諸
君
に
は
、社
会
変
革
の
ス
ピ
ー
ド
が
早
い
な
か
、

専
門
性
と
人
間
形
成
を
み
が
き
、創
造
性
の
高
い
人
生
を

歩
ん
で
い
く
基
盤
づ
く
り
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、教
育
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、何
卒
保
護
者
の
皆
様
に
は
重

ね
て
深
い
ご
理
解
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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鈴
　
木
　
武
　
夫 
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長
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長 

Ｗ
Ｇ 

中
　
村
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も
発
達
学
科
４
年 

 
 

 
 

 
 

副
会
長 

 

渡
　
部
　
俊
　
弘 

学
長・外
国
語
学
部
長 

 
 

 
 

 
 

副
会
長 

Ｗ
Ｇ 

小
　
林
　
裕
　
子 
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養
学
科
3
年
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会
長 

Ｗ
Ｇ 

冨
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弘
　
樹 
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科
3
年 

 
 

 
 

 
 

監
　
査 

Ｗ
Ｇ 

高
　
　
　
七
　
重 

国
際
言
語
学
科
4
年

監
　
査 

Ｗ
Ｇ 

山
　
﨑
　
善
　
仁 
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科
2
年 
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吉
　
田
　
　
　
恩 

国
際
言
語
学
科
3
年

理
　
事 

 

山
　
澤
　
ゆ
　
か 

国
際
言
語
学
科
1
年

理
　
事 

 

内
　
藤
　
　
　
勉 

健
康
栄
養
学
科
4
年

理
　
事 

Ｗ
Ｇ 

小
　
西
　
綾
　
子 

健
康
栄
養
学
科
1
年

理
　
事 

 

加
　
藤
　
章
　
子 

理
学
療
法
学
科
4
年 

 
 

理
　
事 

 

松
　
田
　
瑞
　
穂 

理
学
療
法
学
科
１
年 

 
 

理
　
事 

Ｗ
Ｇ 

田
　
伏
　
一
　
志 

作
業
療
法
学
科
4
年

理
　
事 

 

藤
　
原
　
未
　
央 

作
業
療
法
学
科
２
年

理
　
事 

Ｗ
Ｇ 

榊
　
　
　
和
　
恵 

看
護
学
科
3
年 

 
 

 
 

 

理
　
事 

Ｗ
Ｇ 

大
井
川
　政
　
典 

看
護
学
科
２
年

理
　
事 

 

田
　中
　麻
登
佳 

看
護
学
科
1
年

理
　
事 

 

佐
　
藤
　
京
　
子 

こ
ど
も
発
達
学
科
2
年

理
　
事 

 

三
　
上
　
千
恵
美 

こ
ど
も
発
達
学
科
１
年 

 
 

理
　
事 

 

橘
　
内
　
　
　
勇 

副
学
長･

人
間
科
学
部
長

幹
　
事 

 

浅
　
見
　
晴
　
江 

事
務
局
長

幹
　
事 

 

三
　
枝
　
和
　
也 

事
務
局
次
長

幹
　
事 

 

山
　
本
　
淑
　
子 

財
務
部
長

幹
　
事 

 

細
　
井
　
雅
　
人 

学
務
部
長

幹
　
事 

 

類
　
家
　
公
　
祐 

学
生
課
長

幹
　
事 

 

立
　
谷
　
　
　
整 

学
生
課
長
補
佐

役
　
職

W
G

氏
　
　
　
　
名

　
学
　
科 

・ 

学
　
年
　
　
　

名
誉
会
長

2017年度 就職率（全学平均）

※WG＝ワーキンググループ

せ
ん  

け
ん         

め
い

作業療法学科
人 間 科 学 部

国際言語学科
外 国 語 学 部

健康栄養学科
人 間 科 学 部

理学療法学科
就職率 （2018年5月1日現在）人 間 科 学 部

看護学科
人 間 科 学 部

こども発達学科
人 間 科 学 部

卸・小売り
40.4％

生活関連
サービス・娯楽
5.8％

宿泊・飲食
9.6％

教育・学習支援 7.7％
不動産・賃貸 7.7％

その他 3.8％

栄養士・管理栄養士・
公務栄養士・栄養教諭
70.3％

商品開発・
品質検査・
製造など

（要栄免）
5.1％

総合職
一般職など
24.6％

小学校・
特別支援学校
教諭
27.0％

幼稚園教諭
17.0％保育士

28.0％

指導員・
支援員など
14.0％

公務員・
総合職・
一般職 
14.0％

医療機関
99.0％

施設など 1.0％

大学病院
17.2％

公的病院
23.7％医療法人など

46.2％

公益・
企業立病院
12.9％

医療機関
100％

サービス
7.7％

運輸・郵便
9.6％

　　　　　　 講座名
公務員チャレンジテスト（中級）
ファイナンシャル・プランニング3級講座
公務員チャレンジテスト（上級）
Ｒ－ＣＡＰ
公務員試験対策講座

公務員（栄養士・保育士）対策模試
資産に応じた貯蓄・投資等のプランの立案（国家資格）
公務員（大卒）・大手企業（ＳＰＩ）対策模試
アセスメントツール（自己分析、自己理解）
公務員（大卒）・大手企業（ＳＰＩ）　40コマ

合　計　（名）

4月
8月
9月

10月
2月

87
16
52

210
76

441

人数内容実施月

資格名

福祉住環境コーディネーター　2級
実用英語技能検定　準１級
実用英語技能検定　２級
観光英語検定　２級
ＴＯＥＩＣ　600点以上
秘書検定　2級
日本漢字能力検定　２級
ファイナンシャル・プランニング　3級（学科・実技合格）
メディカルセーフティ検定　　　　　　　　  
サービス接遇実務検定　２級
　　　　　　　　合　計　（名）

46
3

19
2
7
7
2
1
2
1

90

1.資格取得奨励金　該当者数　（平成29年度）

人数

就職率 （2018年5月1日現在）就職率 （2018年5月1日現在）

就職率 （2018年5月1日現在） 就職率 （2018年5月1日現在） 就職率 （2018年5月1日現在）

96.4% 100%

100% 100% 100%

100%

情報通信
7.7％

分野別就職率

分野別就職率 分野別就職率 分野別就職率

分野別就職率 分野別就職率

北
海
道
文
教
大
学

　学
長

学
校
法
人  

鶴
岡
学
園  

理
事
長

9年
連続

8年
連続

7年
連続

4年
連続

2.学内就職支援講座　受講者数　（平成29年度）
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　会
員
の
皆
様
に
は
、平
素
よ
り
北
海
道
文
教
大
学

後
援
会
の
活
動
に
対
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。本
学
後
援
会
は
、

「
建
学
の
精
神
に
則
り
、会
員
相
互
の
協
力
に
よ
っ
て

本
学
を
後
援
し
、そ
の
発
展
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
」（
会
則
第
一
条
）と
し
て
、会
員
の
皆
様
か
ら

お
預
か
り
し
て
い
る
後
援
会
費
に
よ
り（
１
）学
生
生

活
向
上
の
た
め
の
援
助（
２
）課
外
活
動
に
対
す
る
援

助（
３
）大
学
祭
や
保
護
者
懇
談
会
の
開
催
協
力
・
助

成
、会
報
の
発
行
等
、在
学
生
・
保
護
者
と
の
連
携

（
４
）学
位
記
授
与
式
記
念
品
助
成
・
卒
業
祝
賀
会

実
施
協
力
等
、会
員
相
互
の
親
睦
、福
利
厚
生
に
関

す
る
援
助
等
、様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　後
援
会
で
は
、会
報
を
通
し
て
、会
員
の
皆
様
に
活

動
内
容
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
年
二
回

発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　今
会
報
で
は
上
半
期
の
事
業
の
中
で
、七
月
十
日

（
火
）に
実
施
さ
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
つ

い
て
報
告
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
は
、学
内
の
様
子
を

「
平
成
三
十
年
度
　キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」を
実
施

中
村
　仁

後
援
会
理
事
が
大
学
教
職
員
か
ら
、説
明
を
い
た
だ

き
な
が
ら
見
学
を
し
、各
施
設
の
利
便
性
や
改
善
点

な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
共
通
認
識
を
持
ち
事
業
計
画

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
年
一
度
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
は
渡
部
学
長
を
は
じ
め
大
学
関
係
者
、後
援

会
理
事
の
出
席
を
い
た
だ
き
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
渡
部
学
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、後

援
会
と
大
学
と
の
関
係
が
良
好
で
あ
る
こ
と
、学
生

の
た
め
大
学
の
た
め
更
に
協
力
を
深
め
て
い
く
こ
と

を
確
認
い
た
だ
き
見
学
を
始
め
ま
し
た
。

　例
年
は
昼
前
後
の
見
学
で
し
た
が
、今
年
度
は
放

課
後
等
の
学
生
の
様
子
も
確
認
し
た
い
と
の
役
員
の

意
見
を
反
映
さ
せ
夕
方
十
七
時
か
ら
の
見
学
で
す
。

生
憎
の
悪
天
候
の
た
め
、屋
外
の
サ
ー
ク
ル
活
動
は

見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、放
課
後
の
図
書
館
利
用

状
況
や
屋
内
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
間
近
で
見
学
確
認

で
き
ま
し
た
。

　図
書
館
は
今
年
度
よ
り
夜
間
の
利
用
時
間
が
延

長
さ
れ
、学
生
の
利
用
が
前
年
よ
り
約
二
万
人（
延
べ

数
）増
え
た
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。学
生
の
利

用
改
善
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
く
大
学
の
姿
勢
の
賜

物
で
す
。ま
た
後
援
会
協
力
の
空
調
設
備
も
貢
献
し

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
事
実
で
す
。

　そ
し
て
今
回
の
メ
イ
ン
の
確
認
は
、昨
年
度
後
援

会
の
提
案
で
今
年
度
に
実
施
さ
れ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設

置
で
す
。広
い
敷
地
内
で
も
し
も
の
時
に
命
を
救
う

た
め
増
設
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
確
認
致
し
ま
し
た
。Ａ
Ｅ

Ｄ
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
が
一
番
で
す
が
、学

生
・
教
職
員
に
設
置
場
所
を
覚
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　夜
間
の
照
明
は
ま
だ
完
全
に
暗
く
な
る
前
で
し

た
が
、ラ
イ
ト
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
な
り
比
較
的
明
る
く
感

じ
ま
し
た
。

　二
時
間
程
の
見
学
を
終
え
、参
加
者
で
感
想
や
問

題
点
な
ど
を
話
し
合
い
、今
後
の
活
動
に
活
か
せ
る

よ
う
確
認
し
全
行
程
を
終
了
致
し
ま
し
た
。

　会
員
の
皆
様
に
は
、後
援
会
の
事
業
に
是
非
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に

あ
た
り
、事
務
局
の
皆
様
の
お
陰
で
大
変
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
ら
れ
た
こ
と
、後
援
会
を
代
表
し
て
感
謝
を
申

し
上
げ
報
告
と
致
し
ま
す
。

北
海
道
文
教
大
学
後
援
会
　会
長

鶴岡記念図書館出入口に設置されたAED

体育館でサークル活動を見学

本館1階 警備室前に設置されたAED

「100円朝食」の会場である学生食堂を見学
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北海道文教大学後援会　平成30年度予算

平成30年度「父母懇談会」

【内容】全体説明、学科別説明、個別面談（希望者）
父母懇談会の詳細は、本学HP「PICK UP」をご覧ください。
※地方会場：昨年度は青森市、函館市。来年は帯広市、釧路市を予定。

ご案内
けい か さい

（単位　　円）■支出の部 
科　　　目 予算案 備　考

合　　　計

1.事務費
　（1）通信費等
2.会議費
　（1）総会
　（2）役員会費
3.事業費
　（1）学生文化・体育団体助成費
　（2）父母懇談会助成費
　（3）卒業記念助成費
　（4）「卒業祝賀会」費
　（5）就職活動助成費
　（6）広報費
　（7）慶弔費
　（8）免許等取得助成費
　（9）宿泊研修助成費
　（10）１００円朝食助成費
　（11）携帯電話充電器助成費
　（12）入学式･学位記授与式支援品助成
　（13）災害等対策助成費
4.周年記念事業等積立費
5.予備費

500,000
500,000

1,600,000
600,000

1,000,000
32,816,000
7,500,000
1,000,000
4,300,000
5,000,000
2,000,000

800,000
100,000

3,300,000
3,500,000
3,000,000

160,000
156,000

2,000,000
2,000,000

10,633,827
47,549,827

総会・役員会等案内状郵送

総会費用（会場借用等）
役員会・WG会場費等

課外活動助成
大学祭模擬店食券

卒業記念品
卒業祝賀会費用

資格取得受験料、就職講座等助成
会報（年２回発行）

香典（保護者）一万円
免許取得、国家試験等の対策助成

新入生宿泊研修費助成
年間100日間実施予定
充電器（3台）レンタル料
配付物用「不織布バッグ」

保存食等購入助成、ＡＥＤ増設等
年額

設備・備品等の助成を含む

■収入の部 （単位　　円）

科　　　目 予算案 備　考

合　　　計

11,246,827
36,300,000

3,000
47,549,827

16,500円×2,200人
預金利息

1.繰越金
2.会費収入
3.雑収入

平成30年度
北海道文教大学後援会事業等実施計画

平成30年
4月3日（火） 定期総会（入学式終了後）

4月9日（月）・10日（火） 新入生宿泊研修 助成

4月16日（月）～7月27日（金） 「１００円朝食」（前期）助成

4月20日（金） 第１回ＷＧ（ワーキンググループ）

6月21日（木） 第１回役員会

7月10日（火）　　　　　　　　キャンパスウォッチング

10月7日（日） 父母懇談会 助成

10月（中旬） 中間監査

10月1日（月）～11月15日（木）予定 「１００円朝食」（後期）助成

10月19日（金） 第２回WG（ワーキンググループ）

11月9日（金） 第２回役員会

平成31年
3月8日（金） 第３回ＷＧ（ワーキンググループ)

3月16日（土） 学位記授与式 卒業記念品 助成

3月16日（土） 卒業祝賀会 助成

3月（中旬） 期末監査

3月22日（金） 第3回役員会

　朝ごはんの大切さを伝えようとスタートした後援会助成による食
育プログラム『１００円朝食』は、今年で4年目となります。1食300円
のうち、100円を学生が負担し、200円を後援会が助成しています。
たくさんの学生に利用してもらおうと、趣向を凝らしたイベント（バイ
キング等）を毎月実施し、利用を呼びかけています。

　 後 期 営 業 は 1 0 月1日
（月）から。前期営業とあ
わせ年１００日間の営業を
目指します。メニュー表（ア
レルギー･カロリー）や過
去のメニュー写真は、本
学HPの「PICK UP」で確
認できます。ちなみに前期
の一番人気メニュー（イベ
ントメニューを除く）は、5
月29日（火）の煮込みハン
バーグ、かぼちゃサラダで
した。

「１００円朝食」後期営業は、10月1日（月）スタート

7月のイベントは、カレー・オムライス・チャーハンの「米米祭」

5月のイベントはバイキング。100食が即完売です恵庭会場の全体説明会 青森会場の個別面談 89人が利用しました

平成30年9月25日（火）
発行責任者 中村　仁
発　行　係 〒061-1449　北海道恵庭市黄金中央5丁目196番地の1
 北海道文教大学事務局学務部学生課内
 北海道文教大学後援会　℡0123-34-0011

開催地           　日　時 　　　　　　　　　会　場

恵庭市 10月  7日（日） 10：00より　          北海道文教大学

北見市 10月13日（土） 13：00より　   　　　北見市民会館

旭川市 10月14日（日） 14：00より　　　大雪クリスタルホール

第20回大学祭「恵華祭」　
実施日：平成30年10月6日（土）、7日（日）　
内　容：お笑いライブ、YOSAKOI、吹奏楽コンサート、花火、模擬店 他


